
平成２９年３月４日  

熊谷学園 2-3 期 南京玉すだれクラブ（５０回公演）報告  
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 ４７回公演に引き続き今回もまた栗原さんの昔の職場の仲間の方の紹介で公演が実

現しました。昨日から二日続きの公演です。しかも今回は５０回目の記念すべき公演です。  

午後１時２０分に施設近くのコンビニ駐車場集合でしたが、仕事や道を間違えたりし５人

全員が集合したのは１時４０分頃で、開演２時にやっと間に合ったというスタートから反省の

多い公演でした。＜反省・反省・・・・＞ 

 この施設は高齢者の方々がいつまでも元気に過ごせるようにと、施設名のように知的

にも体力的にもトレーニングを重視した施設で、元気な高齢者の方々の集まりでした。  

 ２時に施設側から「いきがい大学熊谷学園南京玉すだれクラブの皆さんです。」という

紹介を受けた後マイクを渡され、以後我々の進行で公演が進みました。  

 先ず我々５人が短く自己紹介をし、舛田さんの「南京玉すだれ」の口上で演技が始まり

ました。１枚の「すだれ」を自在に操作して様々な形を作るたびに大きな拍手と「ワァー」とい

う驚きの歓声があがりました。次いで「玉すだれ」の仕組みや動き、由来などをお話し、栗

原さんの曲紹介で２番目の演技「きよしのズンドコ節」を始まりました。曲が流れ始めると

大きな手拍子で会場が次第に盛り上がっていきました。次に「玉すだれ」を実際に触って

もらう体験コーナーでは、「玉すだれ」の感触を味わってもらい、「玉すだれ」を大きく円にひ

らき持ってポーズでカメラに収まっていました。根岸さんの「サザエさん」健康体操では職

員の皆さんの恒例になっているエプロンを身に付けて曲に合わせ会場にいる全員で一緒

に体を動かし楽しい時間をつくっていきました。その後熊連協芸能祭でも演技が好評だっ

た「東京五輪音頭」を行い、５０分のお名残おしい公演が終わり会場を後にしました。 

また帰り際には次回公演の依頼も受け、再度の訪問を約束して帰りました。   

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


